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別  紙  

亀 山 市 空 家 等 対 策 の 推 進 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

提 案 理 由  

 条 例 の 改 正 に つ い て 、 地 方 自 治 法 第 ９ ６ 条 第 １ 項 第 １ 号 の 規 定 に

よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る 。  

 



亀山市条例第   号 

 

亀山市空家等対策の推進に関する条例の一部を改正する条例 

 

亀山市空家等対策の推進に関する条例（平成２８年亀山市条例第２４号）の一部を次

のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定の下線を付した部分（以下「改正部分」という。）及

び同表の改正後欄に掲げる規定の下線を付した部分（以下「改正後部分」という。）に

ついては、次のとおりとする。 

（１）改正部分及びこれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当該

改正後部分に改める。 

（２）改正部分に対応する改正後部分が存在しないときは、当該改正部分を削る。 

（３）改正後部分に対応する改正部分が存在しないときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に

掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

［（１） 略］ 

［号を削る。］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に

掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

［（１） 略］ 

（２）管理不全状態の空家等 次に掲げ

るいずれかの状態にあると認められ

る空家等（特定空家等を除く。）を

いう。 

  ア そのまま放置すれば保安上危険

となるおそれのある状態 

  イ そのまま放置すれば衛生上有害

となるおそれのある状態 

  ウ 適切な管理が行われていないこ

とにより景観を損なっている状態 



 

 

 

（２）［略］ 

（３）管理不全空家等 法第１３条第１ 

項に規定する管理不全空家等をいう。 

［（４） 略］ 

  エ その他周辺の生活環境の保全を

図るために放置することが不適切

である状態 

（３）［略］ 

［号を加える。］ 

 

［（４） 略］ 

 （空家等対策計画） 

第７条 市長は、空家等に関する対策を

総合的かつ計画的に実施するため、法

第７条第１項の規定に基づき亀山市空

家等対策計画を定めるものとする。 

 （空家等対策計画） 

第７条 市長は、空家等に関する対策を

総合的かつ計画的に実施するため、法

第６条第１項の規定に基づき亀山市空

家等対策計画を定めるものとする。 

 （亀山市空家等対策協議会） 

第８条 法第８条第１項に規定する協議

のほか、次の各号に掲げる事項を協議

するため、同項の規定に基づき亀山市

空家等対策協議会（以下「協議会」と

いう。）を置く。 

（１）特定空家等又は管理不全空家等の

認定の適否に関すること。 

（２）特定空家等及び管理不全空家等の

措置の方針に関すること。 

［（３） 略］ 

 （亀山市空家等対策協議会） 

第８条 法第７条第１項に規定する協議

のほか、次の各号に掲げる事項を協議

するため、同項の規定に基づき亀山市

空家等対策協議会（以下「協議会」と

いう。）を置く。 

（１）特定空家等又は管理不全状態の空

家等の認定の適否に関すること。 

（２）特定空家等及び管理不全状態の空

家等の措置の方針に関すること。 

［（３） 略］ 

 （特定空家等及び管理不全空家等の認

定） 

第９条 市長は、協議会の意見を聴き、

特定空家等又は管理不全空家等を認定

するものとする。 

 （特定空家等及び管理不全状態の空家

等の認定） 

第９条 市長は、協議会の意見を聴き、

特定空家等又は管理不全状態の空家等

を認定するものとする。 

  



 

［条を削る。］ 

 （管理不全状態の空家等に対する措置） 

第１０条 市長は、前条の規定により認

定した管理不全状態の空家等の所有者

等に対し、第２条第２号アからエまで

に掲げる状態の改善に必要な措置をと

るよう助言又は指導をすることができ

る。 

２ 市長は、前項の規定による助言又は

指導をした場合において、なお当該状

態が改善されないと認めるときは、当

該助言又は指導を受けた者に対し、相

当の猶予期限を付けて、当該状態の改

善に必要な措置をとることを勧告する

ことができる。 

 （緊急安全措置） 

第１０条 ［略］ 

 （緊急安全措置） 

第１１条 ［略］ 

 （委任） 

第１１条 ［略］ 

 （委任） 

第１２条 ［略］ 

備考 表中の［ ］の記載は注記である。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 


